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か
マ
た
。
し
か
も
そ
の
後
、
主
観
的
分
折
：の
镲
入
に
ょ
.っ
て
資
本
の
.生
産
性
を 

に
主
張
す
ふ
シ
丨
：

ョ
ァ
ボ
登
場
し
、
：：主
観
的
な
労
働
•費
用
派
念
に(： 

基
いV

I

一
一
位I
体
的
な
理
論
を
ょ
り
ー
層
明
確
に
体
系
化1;
;て
い
ぐ
こ
.と
^
な 

>
-た

.0
,
:従
ら
；て
、
イ
ギ
リ
ス
に
扣
.い
て
労
働
を
碧
分
析
の
主
要
用
具
と
ず
る 

伝
統
が
、

J 

.
S 
:
'
、
ル
を
へ
て
新
古
典
学
派
マ
ー
シ
ャ
ル
に
ま
で
も
う
け
つ
が 

れ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
の
内
容
は
か
か
る
過
程
で
、
古
典
学 

.派
の
免
働
.，
生
産
概
念
：と
切
断
さ
れ
わ
い
わ
ゆ
る
生
産
費
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
へ 

か
っ
た
へ
の
で
あ
る
。
て
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
リ
'力
ー
ド
学
派
に
は
じ
ま
る
な
が 

れ
は
、
#
観
的
な
人
間
活
動
た
る
労
働
を
生
産
の
主
体.と
み
な
ず
労
働
；.生
産
；：

■

敬
念
め
否
定
と
：：い
うf

:の
基
礎
の
：う
えi 、
i

と
i

が
；
^
す
る
と
V
 

う
新
し
い
概
念
を
導
入
ン
確
立.し
、
.古
典
学
派
の
労
働
概
念
を
い
わ
ゆ
る
生
産 

義
念
に
お
き
か
ぇ
て
い
ヮ
た
歴
史
で
あ̂た
と
“
ぇ
ょ
う
。

:

,

シ
I 
ニ
>
ア
が
ご
の
井
通
せ.る
基
盤
の
う
え
で
、
新
し
い
分
析
用
具
を
通
じ 

て
、
三
位
一
体
的
な
労
働
，.
生
産
把
握
を
い
か
に
斷
@'
阶
^
^
.で
体
系
化
し
て
. 

い
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の.も
と
.で「

賃
労
働」

分
析
が
.い
か
に
変
化
し
て
い
っ 

た
の
か
、
は
次
稿
で
詳
し
く
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

.

(

注 

i
' 

J. 

M
i
l
l
v
p
.

 

c
i
r
p
,

臼
•
訳 
ニ 
頁
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. 

(

注

2
,

) 

K

 W,. Taussig, 

op. 

c
i
r
, 

p. 183
.

し
か
し
前
に
の
ベ
た
ご 

と
く 

(

五
七
頁
注
11)

、

ス
ミ
ス
、

リ
カ
ー
ド
の
貨
銀
論
と
、
リ
カ
ー
ド
学 

派
以
降
の
基
金
説
と
.
,̂
間
の
本
質
：§
な
変
化
を
無
視
し
て
：い
へ
る
点
で
ほ
、
,
タ

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

へ
' 

パ:
.

へ
'
:
'
，

(

注

3 

>
:
:

「

剰
佘
俩
修
莩
説
史」

(1
1
}五
六
五
貢
：0
.
べ 

(

注

A

-'
:
森

耕

-:
部
：：「

労
賃
学
説
の
史
的
発
展」

、

平

実

「

賃
金
：基
金
説
と
労
+ 

ノ:働
.粗
合J 

.

( 「

労
働
問
：題
研
究」

38
号
}、
'堀
経
夫P

リ
カ
ァ
ド
ゥ
の
労
賃
論 

ベ
の
：批
判
史」

( 「

リ
.カ
.ナ
广
ゥ
.の
価
値
論
及
び
；そ
の
批
判
史」

〕

等
、
従
来
の
わ

が
®,
の
基
：金
：説
研
.究
で
は
、■
か
か
る
面
が
ほ
.と
ん
^
注
.目
さ
れ
て
.い
な
か
ら

0
0
'
:
.
. 

•
-
-

■
■
■
"
 
■ 

-

-. 

.

.

.

:
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:
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,
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;

.

V 

-

* 

.

.

.

〔

附
記〕

' 
こ
の
論
文
は
昭
和
三
ニ
年
度
慶
応
義
塾
学
事
振
興
.資
金
に
ょ
る
研 

究
の
.
一
部
であ
る
。

W

.
ト

.ム

ス

.

ン

の

分

配

I

論

I

資
本
主
義
批
判
史
の
展
開
に
：よ
せ
て

.
一
、
、リ
カ
！
ド
派
社
会
主
義
：

ニ

.

.コ.ト
ゥ
ィ
シ
と
ト

A
ス
ン
‘

.：

三
、
全

労

働

収

益

梅

と

資

本

.

•

•

四
、
協

同

組

合

主

義

■

.

: 

'■■

I
、

リ

カ

一

ド

派

社

会

主

義

-

資
本
主
義
批
判
の
歴
史
は
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
と
共
に
始
ま
，る
。
既

に

1 

五
一
六
年
に
、
ト
マ•ス
..
モ
：ァ

は「

ユ
'丨
ト
ピ
ァ」

.
で
私
有
財
産
と
貨
胳
の
な 

い
社
会
を
馨
し
、'一
六
一
一
三
年
に
は
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
が
理
想
固

「

太
陽
<0 

都」

'を
著
し
た
。.殊
に
'モ
.プ
の
書
.は
、.当
時
の
.
"羊
が
入
を
喰
ぅ
"
.社
会
の
批
. 

判
か
ら
出
発
し
、

一
つ
，の
体
制
と
し
て
の
_

主
^
を
考
ぇ
た
点
で
、«1
1
期
的
J 

な
意
義
を
持
つ
め
であ
る
0
ィ
沪
.リ
ス
の
プ
ル
'ジ
3テ
革
命
期
に
は
、：
資
本主

' 

義
的
階
級
分
化
に
ょ
っ
て
没
落
し
つ
つ
あ
づ
た
小
生
^-
者
を
中
心
と
し
た
レ
ヴ'.
' 

H 

-ヴ
ー
ズ
、
.
更
に
貧
農
の
連
動
た
る
デ
ィ
ガ
■.丨
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
資
本
に
奉
仕
す

「 

る
政
治
体
制
に
反
抗
し
、'と
く
に
後
者
は
、
農
村
共
同
体
に.す
が
る
復
古
的
な
：

.

.':

.
'ガ
，
.ト
ム
：ス
.ン
の
分
配
論
''
'

.

.

.

-
 

:
-'
•

/

•
:'
:
. 
白

'
,
'
.
,

;；
,
^
,
. 

厚

.
• 

. 

疇

立
場
な
が
ら
も
、
〃
愛.と
正
義
の
共
同
体"
.実
現
を
期
待
し
て
、
当
時
の
私
有 

:

財
産
制
度
の
害
悪
を
鋭
く
批
判
レ
ち
産
業
苹
命
、
：
囲
い
込
み
運
動
.が
進
展
し 

.た
十
八
世
紀
末
に
至
れ
ば
、
土
地{

の̂

農

民

べ

の

影

響

に

対

し

て

^

•
ペ
ィ 

シ
、
J
»

オ
ゥ
グ
ル
グ
ィ
、
で> 
ろ
ペ
ン
ス
等
の
土
地
制
度
改
革
論
が
現
わ
れ
、 

理
性
の
勝
利
で
あ
る
か
：に
見
え
た
プ
ラ
ン
ス
革
命
の
興
奪
の
波
が
全
ョ

1

ロ
ッ 

パ
を
お
お
っ
た
肖、
，
W 

.
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、:権
カ
と
財
産
制
度0.
強
.い
つ
な
が 

り
を
洞
察
し
て
、.社
会
_問
題
€>
解
決
を
私
有
財
産
制
の
撤
靡
に
求
め
た
。
更
に 

.彼
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
前
期p.
マ
ン
派
の
芸
叢
逢
も
ま
た
、
露
骨
な
利
害 

打
算
に
：よ
っ
て
動<
営
利
秩
序
に
反
撥.し
、
古
作
の
13
,マV

ス
や
空
想
の
中
に
、 

"
透
:̂
:
通
る
：よ
ぅ
：に
単
純
な
人
間
関
濟
を
、へ
吟
い
、
描
き
' 
刻
む
こ
と
に
よ 

っ
て
、
反
抗
.齡
明

し

だ

。
従
：っ
：て
初
期
办
資
本
主
義
の
批
判
.は
、

E .
パ
丨 

.ク
等
.の
伝

統

、囊

者

：の

感

倩

的

：な

嫌

悪

を

も

加

%-
'れ
ば
、
ヾ
資
本
主
義
の
進
展
に 

よ

.っ
て
緣
済
的
基
盤
を
叙
び
や
か
さ
れ
：た
封
建
勢
力
、
自

、
独
立
小
生
産
者
、 

.，譲

職

人

、
'
:並
變

そ

の

感

情

を

反

映

し

た

.
^

&

の

ィ
V
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
に
よ 

■:
っ
七
な
さ
が
た
と.い
ぱ
得
よ
ぅ
。
.-
:
.ブ
'、

パ

广
：
.
7 

'
六 

m
..
.
'
G
K
九〕

.

一



.

だ
が
十
九
世
紀
.に
な
る
と
、

こ
こ
に
初
.め
て
資
本
主
義
の
本
来
.の
批
判
者
た 

'
る
労
1

^

級
が
歴
史
の
前
面
に
登
塲
す
る
。
..
-
:産
業
革
命
に
友
.フ

て

産

隱

本

. 

が
荄
配
的
@

位
を
確
立
1>
、
機
械
に
よ
る
労
働
力
.の
排
除
が
進
行
ず
石
に
従 

.
っ

殊

に

^

^

：で
は
、"
対

論

に

：よ
る
ィ
ン
.フ
レ
、
力
織
機
の
探
^

家 

内

I
-
M

の
資
本
へ
の
従
属
に
よ
一
マ
て
^

労

働

者

の

地

位

は

急

激

に

低

石

た
。
'.
'
-
' 

と
り
わ
け
.
一

A

|

五
年
の
：恐
慌
.は
、
労
働
運
動
に
：1
篇

.を
劃
す
る
.4 -
©:
で
あ 

り
、
寒

の

機

械

と

大

H

業
に
対
す
る
敵
意
を
強
め
だ
。

こ
.の
よ
ぅ
な
中
で
、
 

イ
ギ
リ
ス
の
労
^

^

は
著
し
ぐ
成
長
じ
：た
の
.で
あ
る
。

；
，：

/

.「

.

■十
八
世
紀
末
の
労
働
違
動
の
指
導
箸
は
、
：広
い
組
織
を
持
っ
：た
ロ
'ン
ド
シ
通
：
 

職
人
、
s

x

>
商
人
、
技
師
、

知

識

. 

で
あ
り
、
：政

治

観

と

経

済

連

動

を

結

び

付

け

ず

、
抽
象
的
な
政
治
宣
伝
に
力 

.

を
入
れ
て
、
経
箱
状
戚
の
改
嘗
を
/ー
 

般
に
^

^
し
て
い
た
。’
組
合
は
、.
む

し

ろ
. 

i

し
て
い
た
I

職
人
の
相
互
扶
助
的
な
同
業
ク
ラ
ブ
で
、
労
f

永
く
対
. 

.立
す
る
と
い
；ぅ
こ
と
ほ
な
か
'?
た
~

だ
が
、
結
&

1

法
を
期
と
じ
て
十
九
世
べ 

紀
に
入
る
ど
、
襲

、
：織
物
、
霞

に

お

け

る

大

規

模

な

ゼ

ネ

：メ
ト
、
ラ
ダ
ィ 

ト

讓

、

B
l
a
&
e
t
e
e
r
s

 :

の
人
身
保
鼴
法
停
止
反
対
請
願
、
ピ
丨
タ
丨
ル—

： 

事

，件

、

ヵ

ト
I
街

事

ヰ

等

の「

戦
慄
す
べ
き
十
年
間」

が
到
来
し
、
そ
れ
を
結 

.
成
す
る
こ
と
は
重
罪
と
さ
れ
て
‘い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
邊

級

戦

の

学

校
"
. 

た
る
組
合
に
よ
っ
て
ノ
.労
.

の
抵
抗
が
強
ま
っ
.た
。
そ
れ
は
勿
論
、

リ
ヵ
I 

ド
を
し
て
労
資
の
対
立
を
正
し
く
認
識
せ
し
め
な
か
.っ
た
ほ
ど
ば
ら
ば
ら
で
は 

あ
っ
た
が
、
■こ
れ
ら
.の
動
き
を
背
景
と
し
て
そ
の
'、王
張
が
理
論
化
さ
れ
始
め
た： 

で
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
労
働
者
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
、

一
1.

八

ー

：
ー
：
ー

年

に

は

唯

ー

.の
社
会
主
義
団
体
で
ぁ
る
ス
<<
.
^

ま
れ
、
オ

I
ヱ
ン
は
一
八

.一
六
年
に

>.
^

©

_づ
£<1
>ミ
。
£
岁

^
0>
^

を
刊 

'行
じ
て
货
働
者
办
教
育
あ
豕
層

&
霊

感

を

与

え

た

。

そ
し
て
階
級

間

の

利

害

対 

立

が

激

化

す

る

に

づ

れ

て

、
富

の

分

配

問

題

は

ま

ず

ま

す

重

要

視

さ

れ

、
分

配 

の
法
則
ゼ
：中
心
髟
じ
て

—

前
世
紀
で
：は̂

し̂
て
；い
ゼ
経
済
学:'
;

思̂

想

、 

労

働

連
動
が
結
合
を
始
め
^
-:
0

従

来

の

資

本

主

義

批

判

が

、

高
邁
な
理
性
に
よ 

る

道

徳

的

啓

蒙

や

、
空
想

の

：世

界

に

美

女

追

求

す

る

前

期

a

マ
ン
派
H
A術
を
通 

じ

て

行

わ

れ

お0
に
规
1>
:
'て
'
こ
：の.世
紀

の

連

動

の

^

:

は
労
働
者
階
級
で
あ 

.0
-
ァ

；チ
r
ト
'ピ
ア
：や
ロ'マ
：̂
の
夢
に
代.っ
.て
、
技

壊

じ

、
：：騒
擾

、
、ゼ

本
ス
ト
、
： 

示

威

請

動

、
そ
し
て
資
本
氟
の
富
を
攻
撃
す
が
煽
動
的
が
パ
，ン
フ
レ
ッ
ト 

や
綱
領
が.登
場
し
：た

の

で

あ

：マ
た
。

' 

■ -
ノ

:;
y;
;
か
ー
K

i社
会
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
：の
理
論
は
、
.こ
の
経
済
学
、
社 

会
思
想
、
労
働
嚴
動
の
結
合
の
最
初
の
段
階
を
示
：す
も
の
.で
知
る
。

マ
ル
ク
ス 

は
ー
一/^
|
1七

赞「

哲

学
0
貧

困

：
一
:
.に
お
い
ー
て
、-1
ィ
ギ
=
-
ス

に

お

け

ふ

馨

学 

ぺ
の
動
き
^'
少
し
で
も
^

>ん
で
い
る
も
の
な
ら
誰
で
も
、
：
こ
の
国
の
殆
ん
ど
全 

一
て
の
：；

W
K

主
義
者
が
：い
：ろ
い
ろ
な
時
代'に
リ
カ「

丨
ド
理
論
の
平
等
主
義
的
適
用 

を
提
唱
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
，プ
ル
ー
ド 

シ
君
に
ホ
プ
キ
ン
ズ
の

『

経
済
学』

a
s
2
2
)
、
w

•

ト
ム
ス
ン
の『

入
_
の
幸

.

■ 

一
 (

S) 

> 

•

福
に
f

役
立
つ
富
の
分
配
諸
原
理
の
研
究』

.

(
1
S
2
S
)
、. 

T

R
•.ヱ
ド
モ
ン
ズ 

の

T

実
際
的
道
徳
的
政
治
的
経
済
学』

C
1
S
2

00)
'

等
々
を
則
用
し
得
よ
ぅ
。
そ
の 

他
な
お
四
頁
ほ
ど
の
等
々
：を
こ
れ
に
加
え
?)
'

こ
と
も
で
き
よ
^

。」

と
述
べ
た
。 

こ
水
が
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
渚
と
ぃ
ゎ
九
る
人
々
に
激
す
る
最
初
の
再
発
見

で
.あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る0 
,

そ
の
後
土
ン
ゲ
ル
ス
社
、
資
本
論
第
二
拳
へ
の

序
文
で
、
こ
れ
を
：

「

ニ
十
年
代
に
リ
カ
ー
ド
の
価
値
論
と
剰
余
価
値
論
を
、
資

生
産
.に
耽
す
る
プ
ロ
レ
タ
リr

Iト
め
'た
.め
に
転
用
し
、
ブ_ル
ジ
：ョ
 
'ア
ジ

ィ
を
ブ
.ル
ジ
ョ
ア
ジ
ィ
自
身
の
武
器
で
攻
撃
す
る
全
文
献

J!

と
規
定
し
た
。
も

っ
と
も
、
自
ら
を
リ
カ

ー

ド
派
社
会
主
義
者
と
呼
ん
だ
も
の
は
な
く
、
.チ
ャ
-丨

ル
ズ
.：

ホ
ー
ル
の
如
き
は
リ
カ
ー
ギ
の
 

'

「

原
理」

よ
り
先
に
著
書
を
出
し
て
い

る
の
で
、
.こ
の
.命
名
に
は
異
論
も
あ
る
。

ト
ム
ス
ン
、

ホ
ジ
ス
キ
ン
、

グ
レ

丨
、
ブ
レ
.丨
等
を
リ
カ
ー
ド
経
済
学
に
よ■っ
て
養
わ
れ
允
と.見
た
の
.は
、
A

.

メ
ン
ガ
ー
の
'
.

『

全
鬼
働
収
益
権
史
論

』

の
タ
ナ
ー
に
よ
る
英
訳
に
、
尽.
.
8
.
.

フ
.オ
ク
ス
ウ
エ
ル
が
書
い
た
序
文.

(

一
八
九
九
年)

：
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い 

8る
が
、
続
い
て
.
、

E 

. 
ロ
！
エ
ン
ソ
I
ル
、办
、S

T
h
e

 Ricardian social

ists 
ド(

1
9
1
1
)

を
書
い
て
、
そ
の
名
称
を
一
般
化
し
た,0
だ
が
彼
女
自
身「

こ 

れ
ら
の
社
会
主
義
者
達
が
、
特
別
に
リ
カ
.

—

ド
の
教
説
に
よ
っ
て
感
銘
さ
れ
た 

と
い
5
証
拠
は
何
も
な
い
。
彼
等
は
全
て
彼
等
の
労
働
価
値
說
の
権
威
と
し
て 

I

リ
力
ー

ド
自
身
が
な
し
.て
い
るよ
う

に
I

A
$

ス
ミ
：.ス

を

引

用

し

.て
い 

る
の
；で
あ
っ
て
、
，
た
だ
ホ.ジ
.ス
キ
ン
の
み
が
リ
カ
ー
ド
の
著
作
を^'
く
知
，っ
て： 

い
た
よ
う
.で
ぁ
る：0

け
れ
ど
も
、
リ
カ—

ド
は
読
ま
れ
な
か
っ
：た
と
一
は
い
え
、

J 

• 

<
ル
と
マ
力
ロ
ッ
ク
は

II

ま
れ
て
い
た
o
:従
っ
て
師
父
の
学
説
は
.そ
の
弟 

子
た
ち
を
通
じ
て
影
響
を
及
ぽ
し
た
.の
だ
と
い
え
る
が
も
し
れ
な
い
タ
し
が
し 

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
社
会
主
義
的
著
作
家
の
論
調
に
.も
へ
'ま
た
彼
等
.の
論
議
の 

形
式
に
.も
、
，
特

に

リ

カ

ー

ド

.を
想
い
出
さ
せ
る
よ
う
，な
何
物
も
存
在1>
:て
い
な
. 

い
0
Jと
い」

？
て
い
る
。
ま

たp. H
.

 

D
o
u
oq
-
l
a
w
:

は
、V⑴
.ス
ミ
ス
は
、
-労
働

W
•
ト
ム
ス
ン
の
分
配
論

.

は
価
値
の
原
因
だ
と
考
え
た
が
、

认

カ

ー
--
K

は
単
に
尺
度
だ
と
い
.づ
て
い
る
、
 

⑵
彼
等
の
中
の
ホ
ジ
ス

キ

ン
の
み
が
直
接
に
リ
力
ー
ド
を
研
究
し
て
い
る
だ
け 

で
、
他

は
J
. 
•
ミ
ル
や
マ
力
ロ
ァ
ク
を
通
じ
て
リ
カ
ー
ド
を
研
究
し
て
い
る
に 

過
ぎ
な
い
が
、
皆
'ス
ミ
ス
、の
■方
は
読
ん
で
い
る
、

と
い
ぅ
ニ
つ
の
理
由
を
挙
げ 

て
、：

彼
等
ば
.
ス
ミ
シ
ナ
シ
.；
リ
ソ
リ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
呼
ば
る
べ
き
だ
と
主
張
し 

た
。
実
際
、

ト
ム
ス
ン
等
の
問
題
意
識
も
、
考
え
方
も
、
：法
則
の
意
味
も
、
階 

級
的
：立
場
も
、
む
し
ろ
ス
：ミ：

ス
.に
類
似
性
を
求
め
る
ベ
き
だ
と
.も
い
え

よ

ぅ

。 

だ
が
何
等
リ
カ
I

ド
の
弟
子
.で
は
な
い
彼
等
を
、

リ
カ
ー
ド
派
と
呼
び
得
る
理 

由
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
彼
等
が
、

リ
カ
ー
ド
に
お
い
て
完
成
さ
れ
た
古
典
学 

派
の
労
働
価
値
説
か
ら
出
発
し
、

リ
カ
-

ド
の
残
し
た
利
潤
の
問
題
を
、
古
典 

.

学
派
の
分
析
用
具
を
も
っ

.

て
、
.
.
そ

の

^

#

の
中
に

と
ど
ま
り
つ
.
つ

も

当

時

の

勤 

労
階
級
の
立
塲
か
ら
取
上
げ
、
.
リ
カ
ー
ド
経
済
学
解
体
の
一
'
方
向
を
な
し
た
、
 

ま
さ
に
リ
カ
ー
ド
以
後
の
一
.
段
階
を
特
徵
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
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史
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学
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.
一
 
八
ニ
四
年
の
誤
.り
01.

八
九
ニ
年
独
訳
笫
ニ
版
に
ぉ
い
て
訂
正
。
：

(

10)

w
.garx; Miswre de.la

-.Fhilosophie,1847v 

山
村
訳
六

四
頁
。
た
だ
し
訳
文
は
必
ず
し
も
邦
訳
に
ょ
ら
な
い
。
以
下
の
'引
用
で
も 

.
同
様
で
あ
る
。 

.へ

1
:.

.
へG

:.
'.;
'
:

隅
谷
一
一
1宴
男
：

「

リ
：カ
ー
ド
派
社
会
主
義
序
説=

.

ど
'展
開

1-
-
:
r.所
取 > 
一
^
^
^
^

(

12)

. v.orwort,,

.bos irap^
a
'
v
o
l
k
s
a
u
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g
a
b
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げ
©go
H
g
t 

v
o
m

 

M.-EL-L. Instittit, B
d
，
II,1932,: s

s
,
1314

•
長
谷
部
訳
日
評
版

第
±
,卷
三
四
頁
。\
:た
父
し
エ
ン
ゲ
：ル
ス(

の
規
定
は

1£
確
.で
は
な
い
。

.

(

13)

高
撟
.誠

—-
.郎
.

f

ア
ダ
ム
，
：
ス
ミ
ス
と.
.社
会
主
義
者
：

」

一
一
一
田
学
会
雑
誌 

四
四
卷
一
：号
五
頁
。

•
 

'

(

14)

：
 

E
，LowenthalvTh© Ricardian Socialists,

.

1911, P.103, 

(

15) 

p. EL Douglas; s
m
i
t
h
w

eぼ
。
g 

o
f 

Value and Dis-

tribution, 

in 

-
A
&
w
co
§
ct
:
^
1
7
7
s
5
2

ol
, 

1
9
2
8
,
p
,

to
9°

'
.

(

1 6)

，.
堀
経
次
氏
は
こ
へ
の
理
油
を
バ
⑷

全
背
働
収
益
拖
の
极
底
と
な
っ
た
労 

•,

」

:

.働
価
値
説
の
代
表
者
は
リ
カ
1

ド
で

あ

っ
た
、
0 )
)

か
@5
論
に
重
点
を
置
い 

.

.た

最
初
：の
入
は

.リ
：力
：，丨
ド
で

あ

つ
た
、
の
一
一
点
之
し
て
い
る
。
堀
経
夫 

「

リ
カ

ア
ド
派
社
会
主
義
.

r

昭
和
三
-年
、
四
頁
。「

イ
ギ
リ
ス
社
会
思
想
史 

概
説」

昭
和
三
ー
年
、ニ
ハ

_.
頁
。
：
 

‘

:
ス
17

>

隅
谷
ー
ー
ー
喜
男..
前
掲
論
文
、
'

ー
ー
六
/\
頁
。

ニ
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
卜
ム
ズ
ン

.

ゴ
-K

ゥ
ィ
ン
の
段
階
に
お
い
て
は
、
：
社
会
の
経
済
的
基
礎
を
客
観
的
に
把
握

. 

，し
て
、
そ
の
法
則
性
を
追
及
し
、
'
そ
れ
を
総
体
と
し
て
説
明
し
得
る
条
件
を
持

ヴ
て
い
だ
.の
は
専
ら
支
酤
階
級
で‘
っ
た
，か

ら

>
経

済

学

は

布

戾

社

会

を

確

立 

す
る
意
味
に
お
：い
て
の
み^

罾
@

あ
'1
;

、
市
民
社
会
の
批
判
は
経
済
学
の
外 

.で
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

;.

蓄
積
財
華
制
度
の
弊
#

を
指
摘 

.し
、
こ
の
1

の
^

Mす
べ
き
こ
と
を
期
待
す
る
彼
の

「

政
治
的
正
義
に
つ
い 

て
の
_研
究」

.に
は
、
當
の
不
平
等
に
よ
る̂
惨
な
1

に
つ
い
て
の
感
覚
的
な 

描
写
は
邀
當
ゼ
が
、
価
値
や
資
本
の
経
済
学
上
の
分
析
は
存
在
し
な
い
。
.た
だ 

そ
で
に
は
、
富
の
基
礎
を_労
働
に
求
め
:?
>考
え
方
、
分
業
‘
よ

？
て
：は
下
層
階 

.級
は
利
益
を
受
け
な.か
っ
た
こ
と
、，
労
働
時
間
は
延
長
さ
れ
た
が
賃
金
は
増
さ 

.な
か
？
た
こ
と
等
の
指
摘
が
あ
る
の
み
で
あ
ふ
0
,
.
そ

れ

で

，は
財
貨
は
：ど

の

よ

う 

に
分
配
、.所
有
さ
れ
る
べ
.き
か
？
. 

■
こ
こ
に
彼
独
自
の
.財
産
論
が
展
開
さ
れ
る 

の
で
あ
っ
て
、'
,
#
は

財

産

を

三

.つ

の

等

級

^

|
§
に
分
け
た
。
即
ち
⑴
他 

入
が
用
い
：る
よ
り
、
自
已
に
よ
る
使
用
が
大
き
な
快
楽
を
生
ず
る
よ
う
な
も
の 

に
対
す
々
権
利
。(2
)

卧
已
の
勤
勉
の
産
物
に
対
し
て
持
つ
権
别
。
(3
)

他
人
の
勤 

勉
の
産
物
に
対
す
る
鐘
で
あ.る
。
そ
し
て
、(1
)
は
永
久
的
な
権
利、
'(2
)
は
消
- 

.極
的
な
、
麓
的
な
意
味
し
か
持
た
ず
、

：

見
方
に
よ
れ
ば
ー
種
の
吹
奪
の
よ
う
ソ 

な
も
の
、.⑶
は
⑵
.と
も
直
接
に
矛
盾
す
る
強
奪
の
権
利
で
あ
り''
大
衆
'に
無
知
へ 

と
貧
困
を
謹
す
る
も
の
と.説
明
し
て
い
^

.従
っ
て
彼
の
体
系
の̂

で
：は
、
, 

第
一
ゆ
必
要
、.
'高
度
の
锂
性
に
よ
，る
快
楽
：に

基

く

馨

と

い

う,-
と

ー

が

醫

さ

；
，
 

れ
：て
お
：り

、
：襲

の

、

'-
か
.か
石
精
神
に
貴
が
れ
て
い
な'い
財
産
雾
配
ば
、
啓 

-^
の
¥-
:
足
に
^
る
悪
徳
の
-結
果
..
で
あ
^-
と
い
う
よ
.::
5
;に
把
握
さ
.れ
る
9
.
.
彼
.に「

よ
ー 

れ
对
、'
.人
々
が
正
義
を
量
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
他
人
を
不
幸
に
ず
る
こ
と
，
 

に
よ
っ
て
利
益
を
得
る‘こ
；
と

は

な

く

な

り

、
商

人

，
の
：親

方

は

、

雇

:-
て

い

る

労ノ
 

W

Vト

ム

ス

ン

の

分

配

論,

働
者
に
対
し
て
V
.も
マ

と

十

分

な

報

酣

を

尊

え

ょ

う

と

匕

、
：
^

^

者

も

奴

隸

状 

態
を
脱
し
て
、
資
本
家.の
.存
葙
を
無
;«
な
%'
の
'に
す
る
。
.こ
う
し
て
平
等
な
社 

会
.に
.達
す
れ
ば
V
知
識
は
進
み
、
利
己
心
は
消
滅
し
、
入
々
は
財
産
の
蓄
積
を 

顧
蔑
の
感
：を
:%
.つ
^
眺
め
、
：贅
沢
は
な
く
な
り
、
分
業
は
存
在
す
る
が
売
貢
も 

交
換
も
も
は
や
な
く
な̂

の
ゼ
ん
る
。
；
#

.
つ
：.て

''
彼
は
封
建
社
会
と
真#

 ̂

を
区
別
し
、
後
者
を
よ
り
悪
い
も
の
だ
と
考
え
た
..が、
商
人
と
資
本
家
、
職
人 

，
と
労
働
者
、
単
純
商
品
生
産
と
資
本
、

f
H
i

産
の
区
別
：は
明
瞭
で
な
か
つ
た
。 

彼
の
：' ユ
ー
ト
ビ
：ア
は
、
簡
単
な
生
活
様
式
令
讃
美
し
S
,独
立

と

自

由

と

安

全

.の 

確

保

、.個
人

：の

有

用

性

と

必

要

^
甚
ズ
財
産
办
分
配
等
.々
 

'没
落
し
つ
o
あ

つ

• 

た

独

立

小

注

産

者

層

の

麗

：の
反
映

'で
あ>

た

。.彼
0
体

系

ば

、
，市

民

社

会

に 

お
け
る
知
識
：の
飛
躍
的
な
発
撰
、

X

封
建
的
な
身
分
制
度
の
廃
止
：に
大
き
な
期
待 

と
夢
と
を
寄
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
基
礎
：に
灰
る
商
品
；

|父
換
を
、
：
資

本

流

通

も

ろ 

.共
に
排
除
し
ょ
う
と
し
允
も
の
，で
あ
：る
。

.
'
ぐ 

:

初
期
の
.ト
ム
スX

に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た%
:の
は
ゴ
,
ベ
ン
サ
ム
で
. 

あ
^
た
。
へJ
:，
ボ
：~
リ
ン
'
%
:
の
べ
ン
.サ
ム

全

集

：に
，は
、

ニ
入
.の

間

の

手

紙

が

載 

:

せ
：て
あ
る
は
、
ト
ム.ス
ン
へ
は
.一
八
へ3
:
:
一
年
十
月
か
ら
翌
年

I

一
月
ま
で
彼
の
家
に 

招
が
：れ

て

生

活

を

共

に

じ

：た

。

こ

の

こ

と

は

、
限
ち

‘れ
た
人
し
.か
近
づ
け
な
か
，
 

.
:
:
つ
た
ぺ
ゾ
サ
ム
；の
性
格
が
ら
し
て
、
非
常
な
令
誉
で
あ
♦
た
と
は)

う
。
そ
の
滞 

在
の
間
に
、：

彼
は
そ
め
生
著)

.

『

^

め̂
奉
福
に
最
も
役
立.つ
富

©
分

配

叢

理
 

の
：研

究

1

の
執
筆
令
開
始
し
：た.。
：そ
の
冒
頭
我
頁
ね
ば

T

功
利
、V即
：ち

最

大

可 

能
な
人
間
の
.幸
福
が
追
求
は
、：こ
の
研
究^-
紙
い
て
常
に
存
在
す
る
議
原
理

」

：

.

^
あ
^

^

^
年
ル
ヴ̂

^
ゥ
ス
ノ
べ
フ
+リ
ゝ
ー
ス
ト
リ
ィ
、
■•へ.
丨
リ.X.

そ
の
他
の
八
.

'
へ
：
,

• 

ン

：
：
:

V 六
七
::
2
六
3
>: :



々
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
v
jの
原
理
は
、
.ベ
.ツ
f
A
^
P
L
l
t

:'
H

o
d
u
c
t
i
o

:p
:
t
o 

the 

Princi
p
l
e
s
p
f 

Morals 

a
n
d

 

Legislation 
ご

\-
-
-
:

及
び
有
名
な 

:

,Hr
a
i
t
i
d
e

 
Legislation?''

の
最
初
の
数
章
に
お
い
て
発
達
せ
ち
れ
、
 

に
g

さ
れ
て
、
.

■

■
の
f

i

t
誤
れ
i

f
排
除
す
る 

.:

に
至
っ
た
0」

と
記

さ

:^
て
い
る
。
彼
の
著
作
の
中
に
：ベ
；ン
サ
ム
の
説
を
読
涔
取 

:
石
こ
.と
は
掛
め
て
$

で
あ
っ
/て
、

¥
，，べ
ア
に
よ
れ
ば
、
.彼
は
木
^
^

ン
サ
ム
の
文
体
を
も
艰
り
入
，れ
た
。
'■

ベ
ア
は
ま
た
、
ト
ム
ス
ン
が
平
等
思
想
に 

し
た
，こ
と
を
も
っ
て
ハ
ベ
ン
サ
ム
か
ら
_

れ
て
オ
ー
エ
ン
の㈣

員
に
合
流 

す
る
も
の
だ
と
い
っ
て.い
る
が
、
む
し
ろ
ト
ム
ス
ン
の
考
え
で
は
、
平
等
：に
近

■

づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
よ
く
べ
.ン
サ
ム
流
の
功
利
が
実
現
さ
れ
る

.，の
で
.あ
：ろ

• ' 

-
/

 

. 

•
- 

.

.

.

. 

.

ぅ

：.
0
.'
 

' 

.

.

ベ
ン
：サ
ム
と
並
ん
で
、
ト
ム
ス
ン
に
影
響
を
：与
え
た
思
想
家
と

.し
て
.
*コド
ゥ 

ィ
ン
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い0
フ
ォ
ク
ス
ゥ
丄
ル
が
、

「
ト
ム
.
ス
ン
の
箸 

麇
は
冒
頭
よ
り
結
尾
に
至
る
ま
で
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
精
神
を
も
っ
て
浸
透
さ
れ 

て
い
る」

と
い
っ
て
い
る
の
は
や
や
誇
張
だ
と
し
て
も
、
常
に
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
が 

'
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
彼

は

『

分
配
儲
原
理
の
研
究

』

の
最
朝 

に
、
败
治
経
済
学
及
び
そ
れ
に
関
す
る
分
野
の
研
究
者
を
、
"知
的
"i

a
e
l

丨 

l
e
c
t
u
a
l

と
〃
機
械
的
"

B
o
o
tr
-
a
n
i
c
a
l

の
ニ
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表 

者
と
し
て
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
と
マ
ル
サ
ス
を
挙
げ
た
:0
U

彼
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
前
者 

は
人
間
の
精
神
的
要
因
を
重
視
し
て
物
理
的
法
則
を
i

し
、
後
者
は
そ
の
逆 

で
、
，
最
大
の
生
産
、
最
大
の
消
費
だ
け
を
問
題
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
ト
ム
ス 

ッ
.は
、
こ
の
中
間
を
取
っ
て
、

「

我
々
の
目
的
は
、
社
会
科
学
に
政
治
経
游
浮
の

,

,確
実

な

知

識

を

適

用

：す

る
£
と
.で
あ
る
。
，

」

^

い

■■
.道
徳
滎
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
.ま
り
倫
理
的
な
要
素
を
盛
り
込
ん
M

済
法 

則

、
.:
'
ず
な
：わ
ち
：遣

：
'1
>
:い
：分
配
"

/
の
.法
則
を
：発
見
：す
る
こ
'と
が
そ
の
目
的
で
あ 

.

ー

祀

。
こ
れ
は
勿
論
、
客
観
的
法
補
の
叙
述
た
.る
科
学
4

し
_て
は
後
退
で
あ
る 

.

.

.が
、.
.■こ
れ
ま̂

の
'経
済
学
と
、.：
そ
れ
が
.描
.い̂

:
い
た
貧
本
主
義
的
合
則
性^-
克

：

'
1
し
よ
う
と
い
う
問
題
意
識t
も

？
て
、
麓

体

制

を

批

判

し1'
新

し

い

秧

序

.
， 

.

の
要
求
を
行
：う
と
い
う
点
で
、
経
済
学
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ヴ
の
武
器
に
転
ず
る
最 

初
の
試
み
と
し
：

P

の
：意
義
を
持h
つ
の

で

あ
る
。.従
っ
て
、ハ
ト
ム
ス
ン
の
体
系
. 

は
？
：経
済
学
を
古
典
学
派.に
®

--
方
、.現
実
の
|

批
判
钇
お
い
て
、
理
想 

(

社
会
の
記
述
に
お
い
て
、.多
く
の
も
の
を
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
に
負
っ
て
い
る:0 

，
..ト
ム
ス
ン
は
、
，こ
の
ン
法
則
を'
"分
配
の
自
然
法
則"
；1
1
2
^
-3
1laws of 

' distributions.

呼
び
、
；

『

分
配
諸
原
理
の
研
究

J:

の
前
半
に
お
い
て
、
つ
ぎ 

.
の
よ
う
に
説
:0
1
す
る
。.
.労
働

.は

富

の
父
.で
あ
る
。
' 

霞

に

よ
、っ
て
め
み
作.

.

ら
れ
、
.労
働
は
ま
た
そ
の
唯
一' の
尺
度
で
あ
る
^
1
.
.
. 

1
)
。

'*
の

分
配

の

目 

他
は
、
そ
れ
を
造
っ
た
人.に
.最
大

可

能

な.幸
福

量

を

保

-
証

す

る

こ

.と
で
あ
る
.

一

(sect. 

2

)

。
全
ズ
の
成
人
は
、：
特
別
な
例
を
除
げ
ば
男
女
と
臺
か
ら
同
じ 

よ
う
な
幸
福
を
得
る

(Sect.w)
。

そ
こ
，
で
、
多

数

者

の

幸

福

は

少

数

著

の

幸

福 

.

よ
り
も
望
ま
し
い(sect, 

4
)
。

富
は
®

に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
の
♦た
か
ら
そ
の 

労
働
を
富
.の
生
塵
に
最
も
有
効
な
ら
し
め
る
に
十
分
な
刺
戟
が
#
え
ら
れ
ね
ば 

■

な
ら
な
い
.

(sect,5.) 。

最
大
の
生
産
の
た^
に
必
要
な
最
大
の
刺
戟
は
、
'労
働 

.

.の
自
由
な
方
向
と.、生
産
物
を
完
全.に
使
用
す
る
保
証
と
で
あ
る

(Sect. 6
)
。 

'
ま
た
、
こ
淑
ら
の
生
産
物
を
诌
発
的
に
交
換
す
る
こ
と
敁
、
幸
福
を
増
大
す
る

(sect. 

7

)

0
逆
に
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
を
権
力
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
幸 

福
を
減
少
さ
せ
る(

s
e
a
. 

S
}
。

一
 
人
か
ら
最
少
の
も
の
を
取
り
上
，げ
る
こ
と 

で
も
、
そ
れ
を
得
た
入
の
分
よ
り
も
大
き
な
宰
福
を
減
少
さ
せ
る

(ss
t
.
.

<o)

。 

そ
れ
故
、
生
産
者
が
満
足
だ
と
考
え
る
対
価
物
が
な
け
れ
ば
、
労
働
生
産
物
の 

い
か
な
る
部
分
も
彼
か
ら
取{;
,去
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
，

(sect. 10
)。

富 

は
、
最
大
の
生
産
と
両
立
す̂'
最
大
の
平
等
を
生
ず
る
よ
う
に
分
配
さ
る
べき.

 

で
あ

る(sect. 11)
。

こ
の
正
し
い
分
配
の
：た
め.に
は

'

人

為

的

な

制

限

や 

奨
励
，は
必
要
で
な
い
お|

,12

-;
自
由
な
労
働
、
交
換
か
ら
生
'ず
る
不
平 

等
は
、
そ
れ
が
安
全
に
と
っ
て
必
要
な
限
り
有
用
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
：安
全 

.が
な
け
れ
ば
生
産
が
な
く
、
生
産
が
な
け
れ
ば
富
も
ま
た
存
在
し
な
い
で
あ
ろ 

う

か

ら(sect. 13)
。

安

全

に

と-?
て

必

要

でな
い

不
平
等
.は
、
平
等
，の
利 

益
を
損
う
か
ら
有
害
で
あ
る

(sect. 

14)
。

従
っ
て
、

以
上
の
結
論
と
し 

て
、
分
配
の
自
^
法
1|
]
ぼ

//
自
由
な
^

_、
生
産
物
の
完
金
使
用
、
自
発
的
交

換
"F

r
e
e

 la§
r, entire, use of its. p

roduc

ct-s, a
n
d

 

.
v
o
l
u
n

c+
p:
r
y

-

 

.

 

.

.

.

 

•

e
x
c
h
a
n
g
e
s

で

あ

る

。
.
即
ち

I

.全
て
の
労
働
は
、
そ
の
方
向
と
継
続
に
勹
い
て
自
由
で
自
発
的
で
+な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。

I
•
.全
て
の
労
働
生
産
物
は
、
；そ
の
生
産
者
に
保
証
さ
れ
ね
：ば
な
ら
ぬ

0
.
.

I

,こ
れ
ら
の
生
産
物
の
：金
て
の
交
換
は
、
自
由
で
.自
発

的

で

.な

け

れ

ば

な

ら 

へ
：'ぬ
。
' 

: 
一

.

.
- 

 ̂

へ 

I
.以
上
の
論
旨
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
，
こ
の
分
配
.の
自
然
法
則
と
：は
、 

、リ
ヵ
ー
ド
に：

お
げ
る
よ
う
な
資
本
主
義
社
会
の.客
観
的
な
分
配
法
則
と
は
全
く. 

.
W
♦ト
ム
ス
.ン
の
分
配
論:

•

異
な
っ
て
、
い
ず
れ
も"ね
ば
な
ら
ぬ
"
と
い
ぅ
道
徳
的
な
規
範
で
あ
る
。
だ 

が
彼
の
方
法
自
体
は
、
社
会
制
度
の
可
変
性
を
主
•張
し
な
が
ら
も
、
リ
カ
ー
ド 

の
抽
象
的
な
非
歴
史
的
な
論
理
に
近
く
、

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
„ル
グ
，は

「

#
は
ブ
ル
ジ 

ョ
ア
諸
関
係
と
闘
い
な
が
ら
、■
こ
の
諸
関
係
の
擁
護
者
と
同
じ
方
法
論
的
立
場 

に
立
つ
て
：
'い
る
。

」

と
述
$
て
_い
る
？
へ

」

の
方
i

と
は
、
彼
が
■ベ
ン
サ
ム
か
ら 

受
け
つ
い
私
功
利
主
義
で
あ
マ
た
り
こ
れ
は
ノ
歴
史
的
な
人
間
存
在
を
、
，単
に 

快
楽
と
苦
痛
を
感
ず
る
生
理
現
象
の.主
体
と
し
か
考
え
ず
、
資
本
主
義
的
な
営 

利
秩
序
を
最
良
の
秩
序
と
し.て
合

理

化

し

、
:-
讚

美

する
と
い
.ぅ
ブ
ル
ジ
3'

ア
的 

な
社
会
観
で
あ
っ
た
か
ら
、こ

の

ょ

ぅ

な^ :

豸

心

理

学

、
道

徳

^

%

か

ら

砠

豸 

す
る
ト
ム
ス
ン
の
考
え
は
、
平
等
主
義
的
に
適
用
す
る
と
は
い
え
、

.ま
た
i

 

に
形
而
上
学
で
あ
り
、
営
利
行
為
を
人
間
の
永
久
の
自
然
本
能
と
し
て
絶
対
視
：
 

す
る
個
人
主
義
で
あ
り
、
そ
の
分
配
の
自
然
法
則
に
お
い
て
は
、
資

本

の
 

4

般
的
基
礎
た
る
商
品
生
産
を
、
窮
極
の
も
の
と
考
え
る
。
自
由
な
労
働
、
生 

産
物
の
保
証f

自
由
な
交
換
と
い
ぅ
三
原
則
は
、
.
ま
さ
に
小
商
品
生
産
者
の
理 

.

想
で
あ
り
、
.或
い
は
ま
.た
、
' マ.
'ル
ダ
ス
が
自

由
•
平

等
.
所
有
プ
べ
レ
.サ
ム
と 

形

容

し

た

'商

品

流

通

の

ー
ー
つ
の
袖
象
で
あ
ろ
ぅ
タ
労
働
の
自
由
と
自
発
性
、
制 

限
や
奨
励
の
狒
除
等
の
主
張
は
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
を
風
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
が

> 

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
強
--
-
<別
已
心
を
排
除
し
て> 
社
会
全
体
の
利
益
の
み
を
考
慮
の 

対
象
と
し
：た.の
に
対
し
、

-h
A
ス
ン
の
考
え
方
はA

り
利
己
的
で
、
：そ
の
故
に 

い
わ
ゆ
る
全
労
働
収.#
権

や

、
，
：
：
対

価

物

を

^
^
:た
交
換
を
、
..そ
：の
法
則
の
中
に 

組
み
入
れ
.て
，い
る
。
なJ

れ
は
、
、ゴ
,K

ゥ
ィ
'/
\

の
説
が
極
.め
弋
理
性
的
な
段
階
の\ 

体

系

で

あ

る

.
の

：

に
対
し
、：，
ト
ム
ス

X

の
.考
え
は
、
市
民
社
会
：が
成
熟
し
て
、
発

.

.

.

六
九
：
：

(

一
：六
五
：

)

'



一
展
し
た
商
品
交
換
と
、
そ
れ
に#
ぅ
地
上
的
^
人
間
感
情
^
そ
.
.の.ま
ま
肯
定
. 

し
、/こ
れ
を
更
に
権
利
と
し
て
主
張
ず
る
こ
と
を
示
す
も
：の
で
.あ
ろ

ぅ

。
.'
'
ゴ

ド 

ウ
ィ
ン
と
ト
ム
ス
ン
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
利
己
心
の
放
棄
を
要
求
し
，
蓄 

積
、
売
買
、
交
換
を
排
し.て
、
商
品
交
換
そ
の
も
の
'を
否
定
す
る
態
度
を
と
つ

ヘ̂0 
ノ
. 

« 

■

一
；
た

が

、
後
者
は
商
ロ

I

産
を
絶
対
視
U
、：

た
だ
そ
の
当
徹
の
結
果
た
る
資
本
主 

義
生
産
を
非
難
す
る
、
或
い
は
商
品
生
産
が
行
わ
れ
て
、
し
か
も
資
本
主
義
：に 

は
至
ら
な
い
_

を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
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e
d
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b
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i
v
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l
e
y
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v
o
l
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4)

一
 
八
一
九
年
四
月
七
日
付
、
ト
ム
ス
ン
が
コ
ー
ク
：に
学
校
を
建
て
‘る
' 

に
つ
い
て
、
べ
.ン
サ

<
が
意
見
ー
を
述
ぺ
.て
.い

る
ま々
た
一
八
一
九
年
.九
.月 

ニ
九
.日
付
、
ベ
シ
サ
ム
は
自
宅
に

.逗
留
す
る

.
こ
と
を
ト
ム
'ス

ン
に
勧
め
、
 

そ
の
家
庭
の
■習
慣
を
報
じ
て
い
る
0

自
0w

o
r
k
s
.

o
f J e

H
e
m
y

 B
e
n

丨
 

t
h
a
m
.

 

V
o
l
.
X
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 PP.506I7.
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K
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F
a
n
k
h
u
r
s
t
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.

 

W
i
l
l
i
a
m

 

T
h
o
m
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s
o
n
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1
7
7
5
1
1
8
3
3
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， 

■
B
r
ic+
p.
i

n
w*.

.
p
i
o
n
e
e
r

-Mo
c
i
a
l
i
s
t
,

 .
.
'
F
e
m
i
n
i
s
t
,

 

a
n
d
o
o
-
o
p
e
r
a
t
o
r

 

i

y
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.
1
5

，

 

’
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七

〇

.ス
ー
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：六)

(
e
y
w
.
T
h
o
m
p
s
o
n
r
A
n

 

Inquiry 

into 

the 

pl-
i
y
a
P
J
o

CQ 

o
f

 

the 

Distribution 

of 

Wealth, 

m
o
sc+conducive to 

H
d
m
a
y

H
a
p
p
i
n
e
s
s
; 

applied 

to 

the 

n
Q
^
v
l
y 

proposed 

sys

cf-ezn 

o
f

 

v
o
l
u
n

c+a
l
y
©
duality- of wealtlv 1824, 

d
.

1. 

以

下principles.

と
略
記
す
る
。
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7) 

Beer; A

 History of British SociaHsm, 1923, vol.

ゾ 

H, p,

 220r 
加

田

訳

一

一

六

：

一

頁
。
'：
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H.

 

s
'
F
o
x
w
e
l
l
;

 

I
n
t
H
a
u
c
t
i
o
n
'

 

T
h
e

 

Right to the 

..
'
P
F-r
^
.
p
r
c
^

碧

.
'
O
J
.
卜 a&§

r'.p.'.xxxix*
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9) 

principles., p. i
i
r

 

v

10) 

I
s
.
, 

p. X.

11
.

)

,

「

こ
れ
ま
で
の
富
の
生
産
と
分
.配
の
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
つ 

_て
、
研
究
者
達
は
そ
の
仕
事
が
終
っ
た
と
考
え
た
。…

…

我
々
の
.目
的
，は
、
 

最
大
の
再
生
薛
と
幸
福
に
導
く
よ
ぅ

'̂
富
の
‘分
配
様
式
'を
定
.め
る
こ
と
'で 

:

:

:■
あ
る
。
1-p

&
c
i
p
l
e
s
'
p
,

 

500
2
.
.

「

政
治
経
済
学
、
即
.

ち
.

単
に
個
人
競 

■■
に
よ
る
富
の
生
齒
の
科
学
は
、
.新
し
い
.社
会
科
学
、
：即
ち
入
間
幸
福
^
進 

■
の
科
学
に
道
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

j 

w
»

'Thompson;, A
p
p
e
a
i
o
f

 

o
x
l
o
w
a
i
f 

t;he H
u
m
a
n

 R^ce) \¥0111
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c+ensions of 

tty
e other Half, M

e
n
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h
e
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■

:

.
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• 

-
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a
n
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n
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e
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i
c
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a
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a
g
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拙

稿

「

十

.八

世

紀

英

仏

社

会

思

想

の

発

展

_
と

ウ

ィ

リ

ア
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..コ
ド
ウ 

:

ィ
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彼
の
個

--
A
主

義
に
つ
い
て
は

s
a
r
i
e

 

H
a
s
b
a
c

trW
i
l
l
i
a
m

 

T
h
o
m
p
s
o
n
,

 

1
9
2
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-JBff
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d
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_
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 GeschicMe der:. Nationall. 

dkonomier

 

.
h
e
r
a
u
s

 

的 e
g
e
.
b
e
n

 

.
V
6
n
.
.

 

w

.
 Di

e
h
l
,
.
:

s

v 

l
to
8
.
.及
.び 

A
d
o
l
f

 

H
e
l
d
;

 

z

w-aB
i
i
c
i
i
e
r

 

z
u
r
m
o
c
i
a
l
e
n

 

G
e
s
c
h
i
c
i
i
t
e

.
E
n
g
l
a
n
d
s
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8

P参
照
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(

15)

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
理
想
社
会
が
、
ル
ソ
ー
の
流
れ
を
汲
ん
：で
、
簡
素
な
、
 

孤
独
な
色
彩
が
：強
い
.の
に
対
し
て
、
ト
ム
ス
ゾ
は
産
業
戈
義
的
で
知
る
。.

パ
ン
ヵ
ー
ス
ト
に
ょ
れ
ば
、
彼
は
英
国
.に
お
け
る
サ
ン.
シ
モ
ン
，
の
崇
拝
，

者
で
あ
っ
た
。

K
.

 

K
.

 

F
.

 

P
a
n
k
h
u
r
s
t
;

 

T
h
e

 

S
a
i
n
t
-
S
i
m
o
n
s
,

 

M
i
l
l

 

a
n
d

 

C
a
r
l
y
l
e
,

 

-
p
p
.
1
1
1
|
2
ノ

.

.

(

16)

::
'
.後の
協
同
主
義
に
M
:っ
て
も
、
：彼
：は
べ
ン
サ
ム
流
の
功
利
主
義
、
個 

?
.

人
主
義
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
。「

交
.換
が
な
け
-れ
ば
産
業
も
富
の
継
続
生 

產
も
あ
り
得
な
い
。：
交
換
の
な
い
労
働
は
、
労
働
の
な
い
^
換
と
同
様
に
■ 

.無
益
で
あ
る
。」

principles,. P, 45
.

.協
同
社
会
で
ば
秦
行
の
交
換
が

行
わ
れ
る
と
説
明
さ
れ
み
。

,

•

;

三
、
全

労

働

収

益

権

と

資

本

,

従
っ
て
ト
ム
ス
ツ
は
ク
資
本
自
体
に
対
抗
す
る
主
張
を
行
い
、
方
法
論
に
お

い
て
古
典
学
派
の
限
界
内
に
留
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は

.階
級
的
立
場
：を
異

,

.'

.
V

,'
.
. .

.

.

.

.

.

.,

.

w

r

ト
ム
ス
ン
の
分
配
論

.

に
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
郞
ち
、
労
働
価
値
説
に
：よ
り
.、
.生
産
力
発
展
の
最
大 

の
：刺
戟
と
し
て
経
済
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
全
労
働
叹
益
権
説
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
、入」

：メ
ン
ガー

の
同
名
の
著
賨
に^
っ
：て
普
及
し
た
。
メ
ン
ガ 

-丨
は
社
会
主
義
の'終
局
的
在
目
標
を
、：
経

済

的

基

本

権»:k
o
n
o
m
l
s
c
h
e

Grundrechte 

.
r
.
J:
'
ゥ
^
簡
単
に
泰
現
す
る
こ
：■>
..
が
.で
き
る
、

そ
れ
は
⑴
全

.
+
• 
. 
• 

. 

.

.

.

. 

- 

: 

.

労
働
収
益
権 das Reclit a

u
f

 d
e
n

 vollen'Arbeits

o'rtrag 

⑵
必
要 

£
応
で
て
所
有
す
る
生
存
権：

das .Re.cht a
u
f

 Mxlstenz
.

⑶
そ

の
特
殊 

咳
態
た
る
労

働

海das R
e
c
h
t

 

a
u
f

|>

各

2.
ブ

の

：三
つ
で
あ
る
と
い
っ
て

.
c
l

)

'
.
.
. 

;

い
る
.。
，.そ
..
し
て. 「

マ
.ル
.，ク
.ス
と
.ロ
：1
■ド
べ
；ル.
.ト
ス
と
は
、
'彼
の
社
会
主
義
理
論 

の
曼
も
重
要
な
る
も
の
を
、
そ
の
見
解
の
出
所
，を
示
す
こ
と
な
し
に
、
前
代
の 

ィ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
理
論
家
よ
り
借
り
て
来
た
。

…
…

人
々
が
随
喜 

し
て
科
学
的
社
会
主
義
の
創
造
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
マ
ル
ク
ス
と
ロ

 

Iド
べ 

ル
，：
ト

ス

は

、

!.
.そ
の

深

さ

に

お

，い
：て

も

そ

の

学

識

に

お

い

て

：も

、
遙

：か
に

彼

等

办 

.先
駆

者.に
劣
づ
て
k
¥
:l—
r社
会
主
義
思
想
の
領
域
は
、
：
そ
れ
が
全
労
働
収
益 

権
.を
中
心
と
す
る
限
り
、
奴.'
ト
<
ス
ン
の
'著
作
に
お
'い
て
完
全
な
発
達
を
遂 

げ
た
よ
.ぅ
で
あ
る
。.
そ
の
後
.の
社
会
主
義
者
、.
.す
な
わ
ち
サ
ン
：
：
ゾ
モ
ン
主 

義
者
、'プ
ル
|
ド
'ン
殊
：に
マ
ル
ク
ス
と
ロ

_

ド
べ
ル
ト
ス
は
、
ト
ム
ス
■ン
の
著 

書
か
ら
、
Is
^

i
に
#
■
の
見
解
を
得
て
い
る

」

と
.、工
SS
す
る
。
こ
れ
に
対 

し

：
て

。
工

ソ

ゲ

ル

ス

：
は

(

多
種
多
様
の
社
会
主
義
の
主
張
を
、
ヽ
い
ぐ
つ
か
の
権
利 

の
.主
張
の
.中
に
測
.し
込
め
る
こ
と
は
叙
述
命
ね
じ
ま
げ
る
結
果
と
な
る
こと

；* 

自
分
の
贫
働
生
産
物'に
対
す
る
労
働
者
の
権
利
と
い
ぅ
考
え
は
：、.
生
産
手
段
と

生
産
物
を
ブIT.

レ
タ

か

ア
，メ
ト

^
!体
の
'も
のと
せ

よ
と
い
.ぅ
要
求
と
は
全
く
别

一.、
' 

• 

•

■

, 

.セ

ー
2
六
七
ゾ



の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

マ
ル
.ク
ス
は
全
労
働
収
益
権
の
主
張
を
行
っ
て
は
い
な 

い
こ
と
：に
：つ
：い.で

マ
.：

ル
.タ
ネ

発
見
の
歴
史
に
な
ぞ
ら
え
て
解
明
し
て
い
る
。
全
労
働
収
益
権
説
ぼ
、
古
典
学

: 

派

の

^

:

を

踏

み

破

る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、

マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
っ
て
批
判
さ

?) 

C
8

)

れ
、

マ
ル
ク
ス
が
築
き
上
げ
た
経
济
学
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
が
注
意
さ
る
べ 

き
で
あ
ろ
う。

■ 

:
''
.
.
•
:
:
.

周

知

り

ご4
く
、
：
 

y力
ー
：ド
経
済
学
は
、
労
働
価
値
説
に
よ
っ
て
資
本
と
労 

働
と
の
実
質
上
の
不
等
価
交
換
を
説
明
し
得
ず
、
崩
壞
し
て
し
ま
っ
た
。
リ
カ 

I
ド
以
後
の
絞
済
学
は
、
資̂M

の
利
潤
取
得
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
説.
 

を
主
張
し
た
。

J ,
ミ
ル
は
資
本
も
労
働
す
る
と
い
い
、

マ
.カ
ロ

ッ
ク
は
自
然 

も
労
働
す
る
と
述
べ
、.更
に
シ
ー
ー
一
オ
ア
.は
、
利
潤
.の
基
礎
を
節
慾
に
.求
め
て 

資
本
の
立
場
を
擁
饑
し
た
。
：
そ
こ
で
労
働
階
級
の
立
場
に
：近
い
労
働
価
値
説
の 

主
張
者
達
は
、.と
の
価
値
法
則
が
貫
徹
さ
れ
な
い
の
は
、
：資
本
の
横
暴
に
よ
る 

の
で
.あ
り

、
：
そ.こ
か
ら
生
産
者
達
の
窮
乏
が
生
れ
る
の
だ
と
考
え
て
、
労
働
者 

が
そ
.の
全
生
産
物
を
取
得
す
る.べ
き
だ
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。
：
こ
.の
考
え
方 

.は
、
こ
の
時
代
に
は
意
義
を
持
ち
、

「

危
険
な
学
説
1-
で

あ

っ

た

が

、
.資

本

主 

義
的
な
搾
取
の
合
理
性
を
否
定
し
て
、
こ
れ
を
道
徳
的
に
非
難
し
、
平
等
な
立 

場
に
立
つ
生
産
者
が
そ
の
生
産
物
を
全
部
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の
だ 

か
ら
、
資
本
家
と
労
働
渚
を
共
に
独
立
小
生
産
者
に
還
元
す
る
、
小
生
産
者
的 

な
も
の
と
い
'う
こ
と
が
で
き
よ
.5
1

.9
そ
れ
は
、
資
本
の
要
求
に
対
立
す
る
意
味.
 

で
は
労
働
者
の
立
場
に
立
つ
が
、
労
働
者
指
級
の
歴
史
上
の
役
割
を
理
解
し
得 

ず
、
か
え
っ
て
保
守
的
な
側
面
を
持
つ
の
で
あ
る
。
ホ
ジ
ス
キ
ン
も
ト
ム
ス
ン

も
グ
レ
ー
も
、
す
べ
て産

業

革

命

の

，完

成

に

よ
っ
て
そ
の

経
済
的
地
位
を
失
い 

:
つ
：
つ

あ

，
？
た

小

生

産

者

'

或

倩
.し
た
労
働
者
階
級©
窮
迫
は
、

v

実

は

自

ら

の

便

落

の

：
：
ー
：

.

：0

の
反
睞
で
あ
り
A 

彼

等

が

师

題

と

し

た

労

働

者

の

重

要

な

部

分

は

-^
実

は

次

第

に

資

本

に

従

厲

し 

へ
つ
：つ
^
っ
.た
小
生
産
者
、
熟
練
職
人
で
あ
ら.
.た
。

エ
ン
:̂

ル
：
ス

は

「

社

会主
！
： 

者
は
見
通
し
が
き
ぎ
、
：
資
困•に
対
す
る
実
際
的
方
策
を
提
案
し
て
い
る
が
、
元 

来
彼
等
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー

：か
ら
脱
落
し
た.も
の

で

あ

，
っ
て
、
絶

対

に

労

働

者 

階
級
と
は
融
合
し
得
な
い
：も
の.で
あ
る
。

」

と
い
.っ
て
い
る
が
、
彼
等
の
理
論
が 

.

.労
働

者

階

級

か

ら

忘

れ

：去

ら

れ

、

#
等
に
違
動
0.
理
論
を
#
え
得
な
か
っ
た
こ 

と
も
、
.革
命
的
な
手
段
を
嫌
悪
し
だ
こ
と
%
、
か
か
る
性
格
か
ら
理
解
さ
る
べ 

き
で
あ
ろ
う
。

.

そ
こ
で
、
ト
ム
.ス
ン
に
と
っ
て
は
利
潤
の
本
質
等
が
経
済
学
的
に
把
握
さ
れ 

て
い
な
い
.か
ら
、
現
実
の
社^
の
矛
盾
は
、
分
配
の
自
然
法
則
と
い
う
規
範
が 

ら
.の
逸
脱
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
利
潤
の
取
得
：に
向
け
た
攻
擊
は
ま 

こ
と

に

激
し
い
も
の
が
あ.り
、
〃
矶
㈣
と
い
グ
畠
で
生
産
的
労
働
者
か
ら
強
奪 

す
る
報
償
：：："盗
品
"plunder, e

x
t
o
r
t

な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。

そ
し
て 

現
実
の
不
平
等
は
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
強
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て 

V
る
と
考
え
る
か
ら
、
強
力
に
よ
る
富
の
不
平
等
の
道
徳
的
害
悪
と
し
て
、
快
楽 

.量
の

減

少

、
：
悪

徳

の

発

生

等

を

数

え

挙

げ

(principlesy C
h
a
p
.

rSect. 

1
)、

ま
た
経
済
的
害
悪
と
し
て
、
不
生
産
的
労
働
者
に
よ
る
収
入
の
浪
費
、
幸 

.

福
に
役
立
つ
こ
と
最
も
少
な
き
技
術
や
交
易
を
行
わ
せ
る
こ
と
等
を
述
べ
て
い 

る
.(s

e
e
n

そ
し
て
、
こ
の
不
平
等
な
状
態
に
お
い
て
労
働
の
生
産
物
を

生
産
者
の
同
意
な
し
に
取
り
上
げ
る
手
段
を
、
.平
等
な
権
利
に
干
渉
し
、
独
占 

権
を
保
護
す
る
法
律
、
労
働
の
自
由
を
制
限
す
る
法
律
、
労
働
者
の
平
和
的
団 

結
を
妨
げ
た
り
、
資
本
家
の
結
合
を
卧
的
と
し
た
り
し
て
V
労
働
者
の
賃
金
を
、 

分
配
の
.
自
^

®

の
霉
か
ら
変
克
，よ
-'
?

と
す
る
法
律，c

f

 • 

y
'

 

s
§

t
,

 

2 )、

世

襲

権

力(sect. 3 )、

課
税
そ
の
他
の
政
治
権
力:.(sect, 4) 

§
 

め
て
い
る
点
は
、
：
彼
が
資
本
主
義
を
商
品
生
産
の
必
然
的
な
帰
結
と
し
て
考
え
，
 

ず
、
単
純
な
商
品
生
産
は
自te
で
平
等
で
自
然
な
も
の
、
.資
本
制
生
産
と
な
る 

と
不
自
然
ノ
不
平
等
な
も
の
、
と
考
え
た
と
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
彼
は
資
本
の
歴
史
的
な
性
格
を
理
解
し
な
い
。
彼

は

「

蓄
積
さ
れ 

た
富
.は
、
量
の
面
か
ら
見
れ
ば
、.：
：
.社
会
の
生
産
諸
カ
に
比
較
す
る'>
い
ぅ
に
-; 

足
ら
ぬ
も
の
.で
あ

り

、
、
ま.た
単
に
数
年
御
に
.お
け
る
そ
の
社
会
の
事
実
上
の
消 

費
に
比
較
乙
て
さ
え
云
ぅ
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら

…
…

現
に
眼
前
艾
あ
る 

如
き
蓄
積
さ
れ
た
富
に
の
み
注
意
が
向
け
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。

」

と
述
べ
て
、 

資
本
の
重
要
性
を
主
張.す
る
経
済
学
謹
を
批
判
オ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
年
：々 

.

i
消
滅
す>9

富
は
、
僅
か
の
間
：し
か
印
象
を
残
し
得
な
い
が
、
消
耗
の
遅

\ 

.い
家
具
、
機
械
、
建
#
等
の
富
は
長
く
眼
前
に
留
る
か
ら
馨
さ
れ
る
の
だ
と 

考

X.
る
ヴ
ぞ
し
て
こ
0.
:、
篇

に

還

元
^

ば̂
非
常
に
僅
か
か
固
定
的
富
は、
. 

少
数
の
者
に
よ
.っ
て
所
有
さ
れ
、.多
く
の
人
.々
の
.'^
働
を
、
'常
に
少
数
者
の
利 

益
、
享
楽
の
た
めに
㈣

け

る

.
。
.
そ

こ

で
彼
の
説
に
従
え
ば
、
資
本
、
.
つ
ま
り
固 

'
.定
的
な
富
は
バ
廣
か
な
労
働
の
猶
果
で
あ
る
か
ら
ハ
^
れ
に
対
し
て
多
く
め
生 

産

的

な

分

働

友

重

要

視

し

な

，け

れ

ば

：な

ら

な

い

。
：
こ

の

よ

ぅ

な

考

え

方

ば

'、
資
：
 

.本
を
単
純
に
蓄
積
さ
：れ
次
富
之
等
置
し
、
労

f

は
そ
れ
に
対
し
て
補
助
的
な
役

• 

W 

•
ト
ム
.ス
ン
の
分
配
論
.

i

を
果
す
に
過
ぎ
な
い•と
考
え
る
当
時
の
賢
本
家
達
の
物
神
崇
拝
に
対
し
て
V 

ホ
ジx

キ
ン
©
説
と
共
に
有
効
な
批
判
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
は

「

資
ボ
論」

第 

一
一
卷
ニ
篇
，
一

七

章

で

こ

め

都

分

を

長

く

引

用

し

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、
彼 

ノ
も
ま
た
' 
生
¥
た
，労
働
と
，対
称
也
さ
れ
た
労
働
の
関
係
に
つ
い
て
優
れ
た
考
え 

を
示
し
な
が
ら
、
資
本
の
弁
護
論
を
心
理
現
象
を
も
*?
.て
説
明
し
、
資
本
は
単 

に
像
か
な
労
働
.の
産
物
で
は
な
く
て
資
本
化
さ
れ
た
剰
余
価
値
で
あ
る
こ
と
、 

単
に
過
去
の
労
働
の
：鹿
物.で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、'現
在

も

ま

た

造

‘ら
れ
つ 

つ
あ
る
こ
.と
を
理
解
せ
ず
、
労
働
の
意
義
を
重
視
す
る
の
あ
ま
り
、
.む
し
ろ
資 

.本
の
役
割
を
幾
分
過
少
評
価
し
て
し
ま
マ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
資
本
の
有
機
的 

■
■構
成
の
低
い
時
代
、

生
き
た
労
働
の
痼
別
的
な
意
義
が
重
要
で
あ
っ
た
時
代 

の
、n :

マ
ン
チ
ッ
.ク
な
反
映
で
あ
る
と
い
：え
よ
う
。

.

.
か
'く
て
彼
は
、.
.
.
利
購
1
^
£
.
に
よ
.る
富
，.の
不
平
等
、.資
本
.の
^

性̂
.に
.対
し
.て 

批
判
を
加
え
た
が
、
事
実
上
資
本
を
生
産
手
段
や
生
活
資
料
と
同

一

視
し
て
、
'
' 

資
本
.の
歴
史
性
、
本
質
を
理
解
せ
へ
す
、
小
生
産
者
的
立
.場
が
ら
し
て
は
新
し
い
経 

済
学
を
づ
：く
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
古
典
学
派
の
限
界
の
中
に
留

.っ
*:
。
そ

-t
. 

て
彼
は
.「

勤
勉
な
人
々
の
労
働
の
成
果
が
、.'
:
不
風
議
に
も
取
り
去
ら
れ
る

」

と 

い
う
'
:
"
有
害
な
分
配
"
.:
'か：ら脱れる道を、：⑴簡

単

汝

⑵
特権等の 

、
漸

次

醫

止

、

⑶

潘

徳

的

知

識

の

：進

渉

と

普

先

、
；
：

.と
い
う
穏
健
な
手
段
と
，
労 

働
者
が
資
本
を
‘持
つ
と
い
う
折
衷
策
に
期
馮1
た

の

で

：奴

る？

.

注(

I
V A.

I
M
e
n
g
e
r
;

 

D
a
s
, R
e
c
h
t

 

a
u
f

 d
e
p

 

V
O
I
l
e
p
:Arbeitsl 

ertrag,' 1891,

.

s, 6
.

森
.一
斤
訳
：

.一
一
頁
。

.

.

.

..

七

三

ハ
--
*
六

九)



(

2
.

〕
I
bid., 

s
s
,
I
y

丨r
,

訳
ニ 
0

1
ニ 
一
 
頁

。

(
3) 

Ibid., S
，. 5

1
.

訳
八
九
頁
。

(

4) 

F. E
n
g
e
l
s
J
J
U
r
i
s

e+ellMozialismlls, 

D
i
e

 

N
e
u
e
N
e
i
u

 

:
5
.
J
a
h
x
g
a
n
g
.

'.
'
'̂;
H
)s
(

M..
E
'.
'
•.選
集
第
ー
七
卷
下
所
載
。
':
'

','

(

5) 

i
F
V
Engels

'-'
.
v
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r
w
o
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J
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B
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生
産
物
に
対
：す

?»
:
生
鹿
者
の
拖
利
と
；い
う
考
え
は
' 
ロ
ッ
.ク
の
自
然 

;:

財
鹿
拖
：理
論
を
受
け
つ
.ぐ
も
.の
'で
ぁ
り
、
古
典
減
経
.済
学
は
、
.労
働
価
値

"

..
論
と
い
う
形
態
で
こ
れ
を
：そ
の
経
^
理
論

9
中

軸

と

し

た

,8
卜
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.T 

.
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,.Sehlattre; Private property, 
1951,

p
v 

1
00
1)

か
ち
、
'直
接
に 

.
利
潤
を
脅
か
さ
な
い
ょ
う
な
か
た
ち
で
は

、

全

労

働

収

益

権

に

似
^-
考

え 

は
廛
古
典
学
派
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
八
る
。
例
え
ば
J

. 
S 
.
ミ
ル 

——
「

財
産
制
度
の
根
本
は
'
生
靡
者
が
自
分
の
生
産
し
た
.物
：に
一
つ
い
て

■ 

■ 

, 

.. 

• 

. 

'

.

-
 

.
I
- 

■

.
 

\ 

-

.拖

刺

を

有

す

る

と

 V.

い
う
.こ
と
で
あ
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J
^

'.
p
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タ
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批
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九
丨
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メ

ン

.ガー
説
の
批
判
は
数
多

V
o 

L
o
w
e
&
h
a
l
;
.
T
h
e

 Ricard- 

.ian Socialists, .1911,. p. .45* 

w
. Diehl,.
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b
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H
o
m
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n
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経
済
学
説
と
社
会
思
想」

一一

三
頁
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四
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l
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o)

，
'

ゝ(

_
9

)

ト
ム
ス
ン
.は
偭
値
の
：実
体
を
も
労

-#
!
|に
求
め
た
が
、
同
時
に
そ
れ
を 

、
.'
■

■
富
の
只
度
と
も
考
え
、
し
.か
，
も

慾

望

め

変

化

ま

で

考

え

.
で

混

?:
1

し

た
::
0

彼 

,は
節
約
さ
れ
た
，労
働
も
価
値
を
作
る
と
い
1.
。

:

C
.-
1
0:

)

努
働
価
値
説
と
倫
理
的 
>
 

政
治
的
要
求
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
.R.

へ
へ.
.'.Lr.iMeekvstudies

-'..in 

...La.bpur ’.； T
h
e
o
r
y
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.

.
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■
1956, ,pp,125 
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沐
田
へ
宮
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訳

-
五

'-
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• 

x

y
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3

>
x
、-.
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掲
#
、
一
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九

頁
9
/:
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.■
•

(

12)

ト
今
ス
‘ン
め

場

合

一

一

^
極

端

な

富

と

食

困

と

い

う

現

在

の

社

会

状
 

態
を
、n

u
m
e
r
a
l
s

 class of smalldossessors 

の
存
在
よ
り
も 

望
ま
し
.い
'と
考
え
..る.よ
う
な
人
が
.*-
*体
何
人
い
るo

-^?J.principles, 

p. x
i
i
,

こ
の
法
則
が
行
，わ
れ
：れ
ば「

大
多
数
の
生

^
ぬ
労
働
者
は
、
資 

i
本
家
、

つ
ま
り
勿
論
彼
が
完
金
に
所
有
し
て
い
.る
小

さ

な

土

地

を

^

#

す 

る
に
.必
要
力
資
本
.(

改
:^
手
，段

、.食
糧
、
'道
具
、
種)

の
所
有
者
に
な
る 

'で
あ
ろ
う
。
そ
じ
て
'製
造
業
者
の
大
部
分
も
ま
太
、
各
入
が
仕
事
を
出
来 

る
だ
け
の
.小
さ
な
自
分
の
資
本
を
所
有
す
る
の
で
.、
労
働
者
と
同
時
に
資 

本
家
と
な
る
で
あ
ろ
う
.。」

.

Principles, P. 245
，

.

(

13)

河

上
#
は

：

「

社

会

問

厚

研

究

」

：
：
.
二_
 
二
号
に
お
.い
て
、
こ
の
権
利
の
思 

_想
は

：
社

会

主

義

に
#

#
の
'も
の
で
は
.な
く
て
、
例
え
.ば
i
:

、
、
ル
に
よ
っ 

:■
.て
、

.一
転
し
て
：私
有
財
産
の
弁
護
の
た
め
に
用
ぃ
ら
れ
.て
ぃ
る
こ
と
、
こ

■.
.の
思
想
は
、
：極
め
て
幼
稚
な
経
済
状
態
.の
下
に
発
生
し
た
，
個

人

泰

の

. 

: ；

臭
味
の
抜
け
な
.い
旧
式
の
権
利
遇
想
で
、
今
日
の
実
際
に
当
て
は
め
て
み 

:

れ

ば

.殆

ん

ど

無
a
妹
と
：な
各

-
と

を

指

摘

し

，
て
：
い

る

。

(

14) 

F
v En

g
e
l
s
;

b
i
e La

g
e

 der 

Arbeit endenklasse in 

'England, 1845.

大

月

版
M

.J0

.
選

集

、

猫

巻
2

、

三
五
六
頁
。

(

15) 

-
A
-メ
ン

ガ

ー.は
ト
ム
ス
ン
の
体
系
の
中
に
剰
余
価
値surplus. 

v
a
l
u
e

.と
い
ぅ
言
葉
を
見
出
し
た
が
、
. 'そ
れ
は
勿
論
マルクスの

概
念 

と
は
異
な
っ
て
、
稀
少
姓
に
よ
る
高
い
価
格

.(principles, p. 

S
 

や
、
-資
本
の
使
用
に
よ
る
特
別
の
利
得(Ibid.., p. 1

6
7
)

で
あ
る
0
.-

(

16) 

Principles, 

d
. 598. 

:

(

17) 

-
I
.
, 

p. X
V
.

-
-

.

 

'

 

•

 •
.

.
(

18) 

Ibid., Chap. 

V. sect. 5
。

四
、
協
同
組
合
主
義

.
 

. 

. 

w 

.ス
タ
l
ク
に
よ
っ
て
自

te
主
義
と
社
会
主
義
のcr

o
s
s
r
o
a
d

と
呼
ば

k

る)

時
代
.に
あ
っ
て
、
ト
ム
ス
ン
は
自
由
と
平
等
が
矛
盾
す
る
社
会
の
現
実
の 

姿
を
見
て
、
■-
れ
を
両
立
さ.
.せ
る
こ
と
：に
苦
心
し
た
。
各
人
の
能
カ
に
は
差
が 

あ
る
の
だ
か
ら「

労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
品
物
の
分
配
に
お
.け
る
絶
対
的 

な
平
等
は
、
：
：
：
.個
人
的
競
争
の
制
度-'
(
0下
に
お
い
，て
は
ハ
実
行
が
不.可
能
で
：
 

あ
る
。

」

も
し
猶
と
い
ぅ
外
部
的
な
力
を
用
：い
れ
ば
、
平
等
^

E

能

だ

が

.
、
：
強
 

制
は
自
由̂

両
立
せ
ず
、
安
全
を
脅
か
す
。
：塞
が
な
け
れ
ば
労
働
へ
め
刺
戟 

が
な
く
、
生
産
力
は
減
少
しY
宰
福
は
損
わ
れ
る
の.だ
.か

ら

、
；
当

^

^

は

狒 

除
ざ
れ
ね
ば
：な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
自
由
と
平
等
を
或
る
嚴
度
両
立

.さ
，せ
よ
3

と 

し
て
、
考
え
ら
れ
た%•
の
が
、
分
配
の
自
然
法
則
の
第
三
番
目
、
自
発
的
な
交
；
 

換
に
よ
つ
て
余
分
：な
富
を
平
：

f

化
し
、
.双
方
の
満
足
を
增
そ
う
と
い
う
こ
と
で

.
^
•
.
ト
.
^
.
ス
.ン
め
.分
规
論

_
;
.
.

あ
っ
た
。
こ
3
し
.て
得
た
.調
和
を
、
彼
は
平
等
な
安
全

equal, security 

.と
呼
ん
.で
い
る
，。

:

.
さ
て〔

こ
の
i

に
^

つ
く
ど
、'.
富
が
増
大
し
.、
知
識
と
道
徳
が
進
歩
す
る 

と
い
う
一1
つ
の
長
腕
狖
議
亦
、.同
時
杧
彼
は
、;
こ
の
よ
う
な
自
由
競#'
社
会 

の
害
悪
，

(

.レ

.
セ

.»
フ
-

丨
-ル
へ.
の
此
判)

を
次
の
よ
う
に
故
え
て
い
る0 

I

.

そ
れ
は
必
然
的
に
仁
愛
主
義
に
反
し
、
.
日
常
生
活
全
般
に
お
い
て
、
利
已 

.
主
義
を
^
|
の
主
な
動
機
と
ナ
る'0
,

I

.そ
れ
は
、
人
類
の
へ

一

半
た
.る
女
子
の
富
の
坐
産
力
を
、
個
別
的
家
族
制
度 

の
浪
費
そ
の
他
0'
害
悪
に
ょ
-?
て
麻
痺
さ
せ
る
。
そ
し
て
全
て
の
人0
平
等 

M 

.
な
.享
楽
.と
最
大
幸
福
に
七P
て
.必
要
な
、
両
性
間
の
権
利
と
義
務
，

9

平
等
化
，
 

'.
を
、
不
可
能
で
は
な
い
ま
で
も
、
.

§
な
ら
し
め
る
。

'
.

I
*そ
れ
は
、
個
人
の.判
断
の
範
囲
を
限
定
す
る
の
で
、
往
々
不
利
益
な
無
分 

,

別
^
行
為
に
導
く
。

.
:
:
:

W
.
.
そ
れ
は
、
人
生
，に
あ
り
が
ち
な.病
気
、へ.老
齢
、/不
具
そ
の
他
の
•出
来
事
に
.
. 

対
し
て
、
ヾ
適
当
で
十
分
な
竽
段
を
与
え
な
い
。,

、

そ

れ

は

、
個

人

財

産

の

，支

配

に

よ

り

压

倒

的

と

な

る

->
.
家

睦

の

拘

束

と

い 

.
う
偏
見
と
専
制
に
ょ.っ
て
、
有
益
な
自
然
科
学
及
び
道
徳
教
育
の
進
歩
を
妨 

-

げ
る
。
：
そ
じ
^/
ま
た
、：

科
学
や
技
術
の
進
歩.を
個

人

の

利

益

に

役

立

た

：せ

ょ

.

• 

: 

(

3
1

.
う
.と
し

て

、
，
こ
，れ

を

隠

す

必

要

か

ち

、

1 、

般
の
知
識
の
進
歩
を
妨
げ
る。
.

そ
：こ
：.で
彼
^

f'x
あ

マ

て

大

阻

に

も

、
、
、
"
い

か

に

し

て

分

齠

の

平

等

を

完

全 

な

安

全

.に

一

豸

さ

せ

'る
か
？
"へ
と
い
う
大
問
題
を
、
ん
ロ
理
主
義
に
基
い
て
解
決 

し
よ
う
と
企
て
、
こ
れ
を
促
進
し
た
。
こ
の
人
こ
そ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

-一
ュ



パ
:*

ラ

ナ|
:ク
：
の
：
オ
-

^
エ
：
>

.
氏

で

：
あ

る
0」

と

：い

っ

，
て

、
：
オ

|

テ

義

の

社

会

：

へ
と
進
.む

.、
ベ
.き
こ

：と
を
示

す
-0>

<
K

 
V

は

、

個

人

競

争

に

.
お

け

る

へ

塞

^

甘
位v

i
d
u
a
l
,

 

s
e
c
u
&
y
,

相
互
協
同
に
よ
る
塞
を.so

c

邕
 

s.
t

y

と
各
附
,

、：

双
方
共
分
配
の
肩
然
法
則
に
基
礎
を
置
く
と
考
え
た
.が
;；
：' 

「

• ^

人
的
安̂

Q

制
度
は
再
生
産
を
保
証
す.^
た
め
.に
平
等̂

対
す
名
制
限
を. 

必
要
と
す
る
の.に
反
し
、
社
会
的
安
全
の
制
度
は
、
：
平
等
な
分
配
を
完
全
.に
事 

受
す
る
た
め
に
何
ら
制
限
を
必
要
上
し
な
い
.!
_
'と
の
.理
由
で
、
協
同
主
義
を
撰 

び
い
そ
こ
で
は
、

「

生
産
物
に
対
す
る
権
利.は
保
証
さ
れ
る
が
、
幸
福
の
嗜
大
'

:

の
. 

た
め
忙
、
生
産
に
先
立
？
て
、
人
々

.
は
自
発
的
に
報
酬
の
平
等
に
：同
意
す
る
だ 

ろ
ぅ
之
期
待
す
る0
.協
同
主
義
の
特
徴
は”
つ
ぎ
の
ご
、と
く
で
あ
る
ブ
ー

(a
)

H
1

西
人
か
ら
ニ
千
人
ま
.た
は
そ
れ
以
上
の
人
々
が
、
.科
学
技
術
，の
力
を
；か
：

.

り
た
共
同
労
働
に
よ
っ
て
、
享
楽
手
段
：の
最
大
量
を
生
産
す
る
た
め
に
、
自

麂
的
に
結
合
す
る°

こ
.ぅ
1>

て
需
要
と
供
給
は
常
に
均
衡
す
る
0

.

(b
)

こ

の

. ^
:

^
は
、

健
全
で
愉
快
な
生
活
を
保
持
する
に
必
要
な
土
地
i

l̂
l 

え
ば
'1

人

一
..

エー

ヵ

ー

か

ら

ー

エ

ー

力
丨
^

_

_
を
,

が
し
、
余
分
な
労
働 

力
は
こ
れ
を
最
も
有
用
な
衣
服
、
住
居
、
家
具
の
製
逛
に
向
け
、
最
後
に

.贅

.

.

沢
品
等
に
齓
げ
る
。:

'
バ

(0
)

各
人
四
〇
ポ
ン
ド
，

一
象
族.は
そ
の
四
倍
の
資
力
を
持..つ

と
こ
ろ
で
は
、 

住
宅
建
設
、
農
業
そ
の
他
必
要
な
資
材
、

.
機
械
購
入
め
た
め
に
出
資
す
る。

. 

更
に
富
ん
で
い

る

とこ
ろ
で
は
、：
一
人
更
に
約
四
〇
ポ
ン
ド
の
出
資
に
よ
ク 

.て
、
住
宅
、
農
工
業
の
用
地
を
購
入
す
る
。

(d
)

そ
れ
ほ
ど
富
ん
で
い
な
い
時
は
、
土
地
、

.

住
哲
、
資
材
等
を
借
り
る.0

v
(e
)
:善
人
.は
共

同
.0
蓄

え

か

ち

衣

食

を

給

与

さ

：れ

、

「

幼

少

年

は

性

別

年

齢

別

に 

共

同

宿#
に

起

居

し

、
：：
大

人

：は

.
T
 

.
:
,
的

労

働

を'̂
''
0
生
産
的
に
健
康
に
愉
快
に
す
る
だ
め̂
、
，
農

業

と

エ

業

に
^
 

.

.
'
互
に
従
事
す
る
。
：:；
.'

.
(g
)
.
.生
産
物
を
増
加
す
る
た
.め
に
ハ
婦
人
は
育
児
と
調
理
か
も
解
放
さ
れ
る
。
. 

(b
)

全
て
の
児
童
は
最
良
の
教
育
を
受
け
る
。
：費
用
は
虎
員
の
労
働
に
よ
る
。
 

s
r;
思
想
、
住
所
、
.そ
の
他
0
完
全
な
目
®
が
そ
：の
社
会
の
規
則
で
あ
る
。

.

(3
)

そ
の
社
会
の
政
治
は
、
そ©
全
て
の
成
人
に
個
有
の
：も
の
で
あ
る
。

(k
)

‘あ
ら
ゆ
る
科
浮
、
芸
術
は
、
.全
体
の
利
益
の
た
め
-に
研
究
さ
れ
る
。
：
_

(1
)
,
.
.成
員
の
間
の
不
和
は
、
内
部
の
釋
手
段
で
解
決
さ
れ
る
■ °

㈣
，.
成

員

は

自

由

：に
.そ
の
協
同
体
を
離
れ
る
こ
：と
が
で
き
找
广

.

更
に
ホ
ジ
ス

キ

ン

が
=La

b
o
u
r

 D
e
f
e
n
d
e
d
-
(
l

oo2
5
)

を
書
い
て
、 

自
然
法
に
基
：い
た
小
在
産
者
の
；自
由
競
争
の
社
会
を
理
想
化
す
る
と
、

::

ト
ム
ス
，
 

ン

は

u

 x^a^our R
e
w
a
r
d
e
d

 

2 (1827) ： 
•
を

出

し

て

、
：
そ

の

よ

ぅ

な

社

会 

で
允
平
等
は
実
現
ざ
れ
ず
、
平
等
と
安
全
を

一.，一

つ
な
が
：ら
確
保
す
る
道
は
、
協 

.

.

.
同
主
義
■の
社
会
.以
外
に
.
.は.：な
い
と
主
張
し
、

ま

た.
.
f

Practical 

.Dire?

.ti
o
s
a
o
r

 the. speedy and'.e.

-'oonomical E
s
t
a
s
i
s
h
m
e
n
t

 

e (

1
00
3

0)

を

書

い

て

、

更

に

協

同

主

義

々

細

目

、を

示

し

た

。

か

か

る

推

移

は

、

独

立

小

生 

ハ
產
者
の
自
由
競
争
か
ら
社
会
主
義
べ
の
移
行
と
簡
単
に
考
え
ら
れ
や
す
い
。
だ
，
 

が
ト
ム
ス
ン
の
協
同
主
義
形
成
の
。フ
.ラ
シ
.に
お
，
い

て

は

>
,
労

働

組

合

に

よ

る

賃
 

.

.金
引
上
げ
は
あ
ま
り
期
待
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
組
合
は
労
働
者
の
知
性
を
高
め
、
 

資

金

を

貯

え

、
.そ
れ
を
基
に
七
て
自
分
達
の
商
品
製
作
場
を
作
る
と
い
う
.の
.で

あ
り
、
.こ
う

し

，て

徐

々

に

で

き

上

.

.っ
た
協
同
社
会
の
生
産
は
、
.全
世
界
に
外
国 

市
曝
れ
見
出
す
と
い
う
の
で
ば
な
く
、
最
も
必
要
な
物
品
.を
相
互
的
に
充
足
す
，
 

る
程
度
の
も
の
：だ
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
が
る
，よ
う
に
、
プ
巧
レ
タ
'リ
ア

ー

ト 

に
よ
る
生
産
手
段
の
社
会
化
と.は
意
味
を
異
に
し
て
、
自
由
な
小
生
産
者
の
、 

自
已
の
生
産
物
の
安
全
を
得
ん
が
た
め
の
、
，自
発
的
な
結
合
で
あ
る

^

法̂
意
.
. 

さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う°
.
. 

へ'
.
:
'
' 

.リ
カ

ー

ド

以

後

の

思

想

と

蓮

動

は

、

"
べ
：シ

サ<
主
義
の
濃
霧
"
に
包
ま
れ
， 

つ
.つ
% •

、
.基
本

的

に

は

リ

カ

ー

ド

—

リ
カー

ド
学
派
と
い
う
.

「

弁
識
論
的
経
済 

学
.一
と

ノ

リ

カ

ー

卜

—

リ

カー

ド
^

1会
主
_
ど

い

う.—1
小

ブ

ル

：ジ;3
ア

的

要 

求

と

批

判

」

、

並

び

に

チ

，
ャ
丨

チ

ズ

ム

に

至

る--
!
プ

ロ

レ

タ

リ

ア

的

批

判

と

闘 

争L1.

の
三
つ
：
の̂

を̂

覆

し

た

。
そ
れ
は
相

M

に
影
響
し
合
？
た
が
、
:
そ
れ 

ぞ
れ
内
容
を
異
に
し
て
い
た
の
で
：あ
っ
て、
' ド
ム
ス
ン
が
安
全
と
い
う
時
、
ベ 

ン
サ
ろ
と
違
っ
て
直
接
生
産
者
の
生
産
物
に
対
す
る
安
全
の
意
で
あ
り
ぃ
平
等 

は
、
市
民
的
自
由
と
い}
ブ
ル
ジ
ョ
ナ
的
権
利
概
念
龙
越
え
得
ず
、
商
品
交
換 

'
.を
規
制
す
る
.の
と
同
じ
原
則
が
支
配
す
る
小
所
有
者
の
平
等
を
意
味
し
允
0
で 

.あ

.る
。：

従
っ
て
>.
彼

：の

書

は.

「

.數
労

階

級

の

バ

ィ

ブ

ル

」

''
と
み
な.さ
れ

、
：：
協

同

、 

主

義

の£

物̂

や

労

働

者

吖

集

会

で

常

に

引

用

、
，
評

議

さ

れ

、

.そ
の

指

導

裏

.
，
 

.に
大
き
な
影
響
を
与
え
た%

;ま
た
ぞ
の
考
え
ば
い
く
つ
が.の
点
.で
才
丨
：.エ.ジ
：
：
 

よ
り
進
ん
セ
d

、
:'
'結
局

は

中

間

者

的

で

あ

っ

て

、
_
下

層

階

轉

の

役

質

を

理 

；

解
し
得
な
が
--
?
.た
。
含
0
钜
前
後
匕
熱
狂
的
に
彼
を
支
持̂
た
の
ぱ
、
資
本
を 

持
つ
小
生
産
者
や
労
働
者
の
上
層
で
あ
っ
て
、
：彼
の
説
は
费
働
者
階
級
か
ら
も 

や
が
て
忘
れ
.ら
れ
た
9
で
：あ
る
。

.

.

'

:

'
い

.

W'
.
ト
ム
.
.ス
.ン

-0
..
分
觀
.論
.

だ
が
、
当
時
の
段
階
、
労
働̂
^

級
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
未
だ
明
確 

な
か
.た
ち
で
理
論
化
さ
れ
得
が
か
っM

階
に
お
.
い
.てi

、：
こ
の
ょ
う
な®

;
 

.
'が
'

む
V

ろ
%:
.
の
故
に
資
本®

義
批
判
史
の
上
に
重
大.な
役
割
を
果
し
得
た
こ：'
: 

と
.を
忘
れ
る
べ
き
で
，
'ゆ
な
い
：。タ

戸
.-
1
/^
リ
ア
は
独
自
の
幽
論
を
作
る
ま
で
は
、 

彼
等
は
そ
の
闘
い.の
武
器
を
か
っ
て
：の
革
新
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ク
ィ
.の
手
か
ら 

学
ば
.ね
I

な
ら
な
か
っ
た
。
功

^

王
義
も
労
働
価
鑛
％
全
货
働
収
益
権
も
、 

い
ず
れ
も
そ
の
：よ^ :

だ
論
理
：で
あ'
っ
た
0
.そ
し
て
こ
れ
を
も
っ
'て
資
本
主
義
を 

.攻
撃
し
、.
経
済
^

^

虚
飾
偽
善
を
論
難
し
、
'-
,
そ
め
体
制
批
判
を
プ

〈

ロ
レ
，タ
リ 

ア
I'
卜
に
！̂
え
る
任
務
£.
:そ
、_
彼
等
小
生
馨
の
も
の”
で
：あ
.
っ

た
-°
.
そ

の

ょ

う
 

&

風
味
で
、

ト
ム
ス
ジ0
分
^

^

、
古
典
学
派
の_成

果

を

翁

思

想

：に
結
び 

付
け
^

限
ら
れ
た
層
で
は
あ
る
が
労
働
連
動
に
影
響
し
た
最
掛
の
例
と
し
て
、 

十
九
世
紀
思
想
史
：の
上
：で
童
要
1な
意
義
を
持
っ'の
で
あ
る
。：

へ

」

注(

1
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.ス
タ
ー
ク
は
、
ホ
ジ
ス
キ
ン
の
説
を
为
ア
リ
ス
テ 

.

イ
ッ
；ク
で

自
由
.主
義
、
，
'
ト
A
:ス
シ
：を
■ア
イ

-.
ア
イ
ア
リ

.ス

.
イ̂

ツ
.'
-
.
ク

で

平

等 

.

主
義
と
考
え
、
.マ
ル
ク
ス
-の理
論
は
、

ホ
ジ
ス
'キへン
の
'発

展

論

と

ト

ム
ス 

■

ン

の

集.産
.的
.ユ
ー
ト
ピ
ア
の
綜
合
だ
と
七
て
い
る(

P
.

1
400)

が
、

こ
れ 

.

.は.
'か.な
.り
.独
断
的
.な
見
解
と
.
.い.う
べ
き
.で
あ
、ろ
う
。
.
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；
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受
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史
学
会
十
六
回
大
会
に 

お
い
て
発
表
ざ
れ
た
。
'：
-

マ

1

ケ
テ
イ
ン

.グ

,
.リ
サ

1
,チ

の

現

状

一
?£
.
年
ア
メ
リ
カ
：を
中
心
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
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.
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。
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翻

訳

.

.

.
並

ひ 

べ

に

関

墨

：
の

摄
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あ
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叙
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ど
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葉
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。
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テ
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問
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